
がん研写真部 写真展

がん研写真部（職員の）が、2018年の春に誕生しました。

毎月1回、部会を開催しています。
今までの自分の写真歴を撮影した写真を交えながら披露し
合っています。道端のお花大好き人間から、富士山の写真を
撮り続けている看護師さん、天の川の中の星雲を撮るこだわ
り医師、毎年セレクトした各地の風景写真でマイカレンダー
を作っている事務の人などからデジカメを買ってさあどうし
よう？という人まで様々な人が集まりました。

2018年12月に第1回写真展（私の一枚）を開催いたしました。

今回のテーマは、『富士山』です。

一富士・二鷹・三なすび・・・お正月に見る初夢ランクです。

縁起のよい夢を順に並べて言う言葉。駿河の国（現静岡県）のこと
わざで、一説に駿河の名物を言うともいう（「広辞苑」より）。
徳川家康が好きなもの、諸説があるようです。

富士山・・末に広がっているため、子孫や商売の繁栄を

鷹・・・・・・上にあがっていくことから運気上昇を
茄 子・・・・毛がないことから、これ以上怪我(病気）がない

患者さんやご家族にそして病院の皆さんも
今年はこのような年でありますように！

2019年01月 がん研写真部

第2回 『富士山』 01.04-01.31



１月 厳冬のダイヤモンド

足元が凍る寒さの中太陽の暖かさを感じられる瞬間どんなときでも朝は来る

2月 富士に咲く花

真冬の空を彩る湖上の花火いつも支えてくれるあなたに感謝を込めて

１月－１２月の富士山の写真は、写真部（看護部） 関口陽子さんの作品です。



3月 春の星渡り

空はつながっているこの星を渡ってきみに会いに行こう

４月 桜舞う季節

桜咲く頃あなたと見たい景色がまた一つ増える



5月 花たちの休息

夕暮れ時チューリップも一息つく瞬間私も上を向いて咲こう

6月 家族の時間

愛らしい子供たちとの時間を心に刻む日常の中にこそ幸せはたくさんある



7月 山肌赤く染まる時間

太陽に照らされて富士が赤く染まる一瞬のときあなたの心も温まりますように

8月 空に駆ける

天の川に願いを込めた光の列の登山者たち願うのはただ穏やかに過ごせること



9月 秋のもふもふたち

だんだんと赤く染まるコキアが季節の移り変わりを教えてくれる
時の流れを大切に感じられる人でいよう

10月 すすき香る朝

風が秋を運び、空も表情を刻々と変える
迷ってもいいちゃんと正しい答えに導かれている



11月 光の彼方に

希望の灯りを探しに行こう一人ではないよ一緒に見つけよう

12月 夕暮れの月の光が

穏やかな時間を作り出すまた明日。といえる幸せ



成層圏からのたけくらべ 棚倉 健太（形成外科）

7月半ばの夕方六時頃、羽田ー福岡便の機内から。夕焼け色ではないけれども減光された感じは、実際にはあまり見
ない色合いでした。積乱雲と富士山のたけくらべは、やはり成層圏まで届いている積乱雲の勝ちのようです。

スマートフォンで撮影。ASUS Zenfone3, f/2, 1/1022秒, ISO-51

ダイヤモンド富士 櫛山 博（経営本部長）

2016年1月10日富士本栖湖リゾート（芝桜で有名）から見たダイヤモンド富士です。
池は氷が入っていましたが、放水で氷を溶かしてくれましたので、池とのダブルダイヤモンド富士になりました。



うっすら雪のマントをまとった富士山 佐野 武（病院長）

シンガポール航空機がいつになく富士山に接近。夢中でシャッターを切りました。薄雲がかかっているのかと思った
ら、山全体が雪のマントに覆われていたのでした。

2015年1月23日 Panasonic GM1 f11, 1/500秒、ISO 200

ゆりかもめの車窓から 山田 健志（腫瘍精神科部長）

2013年1月18日撮影 市場前付近にて GR Digital4



富士山と天の川 赤澤 直樹（上部消化管内科）

春になり、冬の星座が沈むと次は東の空から夏の天の川が昇ってきます。晴れの予報が出た3月後半の夜、千円札
の裏に描かれている富士山の構図が撮れるという本栖湖のポイントで夜明け前に昇ってくる天の川を入れて撮ってみ
ました。

Canon EOS5D mark2 + シグマ15㎜F2.8 固定撮影30秒
山梨県本栖湖にて

新・富嶽三十六景 佐伯 吉規（緩和治療科）

江戸時代とは違った富嶽三十六景。高層ビルよりも高く夕焼けにそびえ立つ富士の美しさにレンズを向けてみました。
PENTAX K-1  140mm 20sec  f18


